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鎌倉・箱根への旅     ～6年修学旅行を通して感じたこと～ 

              

 １１月になり、だいぶ秋が深まってきました。５年生が育ててきた稲はいつの間にか黄金色に変わり、

稲刈りをしたかと思ったら、もう脱穀の時期を迎えました。日頃何気なく食べているお米ですが、こん

なにも手間暇かけて作っているということを、体験を通して改めて感じさせられました。 

さて、１０月２７日、２８日の２日間、６年生と修学旅行に出かけてきました。この２年間は新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響により日帰りや行先変更を余儀なくされましたが、今年はようやく元のコ

ースに戻すことができました。行先は鎌倉・箱根です。海なし県に住む私達にとって、目の前に広大に

広がる海はとても感動するものです。水族館を見学し、昼食を済ませた子ども達は砂浜で思いっきり海

を感じていました。海をじっと眺めたり、裸足になって足を水に入れたり、貝殻を探したりとそれぞれ

が思い思いに過ごしました。とても嬉しそうに海辺で波と戯れる子ども達の姿がとても印象的でした。 

今回の修学旅行の目標は二つありました。一つは、美しい自然や文化遺産に触れ、それぞれのよさを

知り体験を通して学ぶこと。そしてもう一つは集団生活を通して、望ましい社会生活を身に付けるとと

もに公衆道徳を学ぶことです。一つ目については、ほぼその目的を達成したと思います。二つ目につい

てはどうでしょう。この宿泊学習を通して、改めて子ども達の成長を感じたことがあります。 

① 時間を守って行動すること 

５分前行動とは言いますが、まさにその通りでした。時間を意識しすぎて早すぎと言われていた

班もあったようです。集団で行動する際はとても重要なことです。しかし、学校とは勝手が違い

ますから、校外ではなかなかできないこともあります。早め早めの行動を意識していました。 

② 人の話をしっかりと聞くこと 

校外学習では話を聞く場面が多くあります。教師だけでなく、ガイドさんや添乗員さん、ホテル

の方の話など、いつでもどこでも相手の方を見て、しっかりと話を聞くことができていました。 

③ 約束やきまりを守って行動すること 

教師の指示に従うとともに決められた約束は守れました。江ノ電に乗り、公共の場でマナーを守

り、迷うことなく自分達で行動することができました。荷物整理も手際よく行っていました。 

 おおかたできたことの多い宿泊学習でしたが、６年生にはもっと大事なことがあります。学校生活も

残すところあと５か月。今回の修学旅行は、二つの目標だけでなく、仲間との絆を深める貴重な機会で

もありました。小さなトラブルはあったかもしれませんが、それを学びの機会ととらえ、今度はそれら

をさらに克服していけるとよいと思っています。互いの違いを尊重し、認め合い高め合える人間関係を

築いてほしいと思います。経験したすべてのことがいつしか学びに変わることを期待しています。 

（文責 清水 良江） 

   

 

あかまつ
 

    子どもは失敗して学ぶもの     ～小言を言っても子どもはよくなりません～ 
子どもは何にでも興味をもち、やろうとします。先のことを考えずに過ちを起こしてしまうことも少なくは

ありません。そんな時は、親としてはついカッとなってしまいがちですが、実はあまり効果はありません。叱
られるからやってはいけないという考えが子どもの中にある限り、自立へ向かうことはできません。「何がよ
くなかったのか」「どうしたらよかったのか」など失敗を通して今後はどう行動すべきかをしっかりと学ばせ
ることが大事なのです。「どうせできない」ではなく「きっとできる」へ。親が願うと、子どもは本当にその
ように育っていきます。これは学校でも同じです。「こんな子ども達に育てたい、できるはず」と教師が思っ
て指導・支援していく事で子ども達は本当にそのように育っていくのです。なぜか。それは、そう思うことで
教師の声のかけ方・指導の仕方も自然と前向きなものになっていくからです。そして子どもも自分を受け入れ
てくれる大人の思いに応えようと頑張ります。子どもはみな可能性をもっています。それを信じ、伸ばしてあ
げたいものです。どうしても叱りたい時は、少し間を入れてから叱るようにするといいです。気持ちが少し下
がってからにしてください。なお、傷つける言葉は「心理的虐待」にあたりますので、注意してください。 

 

 

 


